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第12回研究発表会開催要領ならびに発表論文募集のご案内
第12回下水文化研究発表会を４年ぶりに東京で開催いたします。今回は、下記の企画を考えています。
今回より、「久保赳下水文化賞」

「バルトン記念賞」を表彰
　総会においても発表されましたが、今回より、当研究発表会で「久保赳下水文化賞」、「バルトン記念賞」を表彰することになりました。すでに専門紙等に論文募集案内が公開されておりますが、それぞれの賞への応募論文テーマは以下のようになっています。
· 久保赳下水文化賞：「水と環境を守る政策」、「水を守る事業の経営及び活性化」等に関するもの
· バルトン記念賞：「海外援助政策」、「海外援助の実践」等に関するもの
こちらの募集案内につきましては、その趣旨等を含め、本会ホームページにも掲載しておりますので、ふるって応募いただきたいと思います。両賞への応募論文も研究発表会講演論文集に掲載するとともに、発表も行っていただきます。
　両賞への応募以外にもこれまでの募集分野である「水文化史」、「水文化活動」、「水文化研究」、「海外水文化」をテーマとする論文も募集いたします。下水あるは下水道という分野にとらわれておりませんので、お知り合いの方々にも広くお声をかけていただければ幸いです。
開催要領・プログラム
日時：11月9日（土）　9：30－17：00

会場：日本水道会館

（東京都千代田区九段下九段南4丁目8‐9）
今回の研究発表会プログラムとして、前年度設置された「水と環境の出前学校と下水文化の啓発活動の制度研究委員会」が実施した「下水道博物館実態調査」の結果を踏まえ、協力いただいた自治体の方々とともにパネルディスカッションを企画したいと考えております。
また、研究発表会当日には懇親会を、そして翌日には「下水文化を見る会」の企画準備も進めています。
発表論文募集
　下記の分野から募集します。同封の応募要領にしたがい、ふるって応募ください。応募用紙も同封しています。
1 水文化史：水文化（し尿、トイレ、ごみ、排水、水の使い方、活かし方）の歴史など
2 水文化活動：水文化の普及活動、流域の上下流交流、水関連事業における住民参加など
3 水文化研究：水環境・水資源・水循環に係る調査など
4 海外水文化：これまでの海外技術協力の経験、途上国の実状に適した技術、海外の水文化・水事情など
· 記載のキーワードはあくまで例ですから、これにとらわれずに応募ください。
· 発表時間は1件30分を確保できるようにします。
· 分野ごとに発表会場を設け、分科会とするものではありません。参加者ができるだけ多くの発表を聴けるように発表プログラムを配慮します。
· これまでと同様、誌上（下水文化研究発表会講演論文集）発表を受け付けております。当日、東京で開催される研究発表会への参加・発表の難しい方もふるって応募願います。
目次へ
日本下水文化研究会平成25年度総会報告
平成25年5月25日（土）午後１時半より、市ヶ谷の水道会館において、第17回総会が開催された。
第１部は、平成24年度分科会および支部活動報告が行われた。屎尿・下水研究会は、担当者が出席していないので酒井彰代表から例会、特別企画の内容について説明がなされ、水道公論に掲載された「下水道マンの東京散歩」の紹介がなされた。引き続き、酒井代表から海外技術協力分科会の報告がなされ、JICAの草の根技術協力がこの6月で終わりとなるが、継続の提案が採択されたこと、乾燥した大便を資源として利用するプロジェクトが行われていることなどの説明がなされた。関西支部報告は、木村淳弘副代表から、定例研究会で渓流の水質悪化が話題となったこと、兵庫県スラッジセンターを視察したことなどの説明がなされた。
[image: image5.emf]第２部は、本会評議員稲場紀久雄氏より、委員会活動報告と久保赳下水文化賞の創設について説明がなされた。流域総合水循環制度研究委員会は、「水循環基本法」の政策研究をおこなっており、議員立法が６月末に成立する見込みであること、現在まで６回の委員会を開催し7本の柱について今年度中に、水制度研究委員会へ提示する予定であることが説明された。「水と環境の出前学校と下水文化の啓発活動の制度研究委員会」では、第一線で働く実務者向けの講座30講を500団体に送付したが、反応が皆無であったことの説明がなされ、改めて３年計画で計画実現に向けた行動を実践することとし、平成25年度に行う予定の誌上講座、テーマツァー、博物館連携などの概要説明がなされた。テーマツアーについては、渡辺勝久委員から「神田下水・三河島処理場コース」・「横浜居留地コース」、「玉川上水とふれあい下水道館コース」の概要説明と旅行会社とのコラボ企画の紹介がなされた。博物館実態調査結果について、松田旭正委員からアンケート調査結果の説明がなされ、展示物の交換など、横連携の必要性について説明がなされた。その後、稲場評議委員から、久保赳下水文化賞の創設とバルトン記念賞の主旨説明、両賞の選考委員会委員長に石田雄弘さんにお願いする旨、説明がなされた。
第３部･総会では議長に栗田彰氏を選出、書記に鈴木薫運営委員及び渡辺運営委員を選任した。書記から、正会員数172名中、出席者21名、委任状提出者69名、合計90名との報告があり、議長は総会の成立を宣言した。その後、議事録署名人に佐藤八雷運営委員、酒井代表を選任したうえで、下記の各議案の審議を開始した。
第１号議案：平成24年度事業報告の承認ならびに会員の現況報告に関する件（酒井代表・木村副代表・佐藤運営委員報告）

第２号議案：平成24年度収入支出状況報告及び会計監査の承認に関する件（佐藤運営委員・松田監事報告）

第３号議案：財産目録の承認に関する件（佐藤運営委員報告）

第４号議案：役員の改選に関する件（酒井代表提案説明）

第５号議案：平成25年度事業計画及び予算に関する件（酒井代表・佐藤運営委員、木村副代表提案説明）
いずれの議案も拍手多数で承認された。
総会終了後は恒例の懇親会が開催され、情報交換、会員の相互交流が行われた。　　　　　　目次へ
2013年W. K. バルトン忌のご案内
恒例のバルトン忌・墓参を下記日程で行います。ふるってご参加いただければ幸いです。
記

[image: image6.jpg]


主　催：NPO法人 日本下水文化研究会、久保赳・バルトン記念基金管理委員会
日　時：2013年8月5日（月）
午前10時30分（集合）～11時30分
集合場所：青山霊園入り口 島村花店
港区南青山2-34-31（東京メトロ　千代田線乃木坂駅 徒歩5分、または銀座線外苑前駅 徒歩10分）
バルトン墓碑へは島村花店からご案内いたします。なお、交通事情等により間に合わなかった場合は墓碑へ直接おいで下さい。（バルトン墓碑の位置　青山霊園：I種イ－11側－18号）
· 参加自由・事前の申し込み等も不要です。当日集合場所までお越しください。
· お問い合わせは、03-5363-1129(FAX)，jade@jca.apc.org

· 担当者携帯電話（当日）：090-7416-6354

目次へ
第57回定例研究会のご案内

　屎尿・下水文化研究会で企画する第57回の定例研究会を下記の要領で開催いたしますので、ふるってご参加ください。講師の岩堀恵佑さんは、静岡県立大学におられたとき本テーマに関する静岡県の研究会の委員長を務められた方です。

記

日時：平成25年10月20日（日）13：30～15：30

会場：小平市ふれあい下水道館講座室（地下1階）

小平市上水本町1丁目25-31
TEL: 042－326－7411
（西武国分寺線鷹の台駅下車・徒歩８分）
講師：岩堀 恵佑氏
（宮城大学環境システム学科教授）

演題：電気も水もない厳しい環境下にある富士山の山小屋のトイレを改善すべく、静岡県では研究会を設置し検討を加え平成14年に改善案をまとめました。これに基づいて改善を順次行い、17年度までに整備対象の24箇所全てが新しく生まれ変わりました。富士山のトイレ問題の経緯とその後改善された現状を語っていただきます。
以上

目次へ
第66回 屎尿・下水研究会 例会報告
「川柳と俳句にみるトイレ・屎尿」

　平成25年3月26日（火）、標記のタイトルでの講話会を東京・新宿の本会事務所で実施しました。講師は当会会員の平田純一氏（川柳）と地田修一氏（俳句）です。トイレ・屎尿・下水を題材にした川柳と俳句を鑑賞しました。紹介された主な句は次のとおりです。

川柳では、

1 温水洗浄便座：　日本のおしりは世界一きれい、　不便です立てば流れる新便器、体調を告げる便座も出てきそう

2 トイレ：困るもの大してる時宅急便、ケータイに水の流れとドアの音、トイレにもショパン流れるこのお宅、トイレどこ？だけをメモして行ったパリ、厠って書いてる前でトイレどこ、銀行は金もトイレも貸し渋る、

3 公衆トイレ：連れションとどこか似ている大連立、無防備な男が並ぶ駅トイレ、マーキングみたいおしっこバスツアー

4 便座：息子が帰り便座あがって母うれし、停電を冷たい便座に教えられ、猛暑日は冷えた便座でおもてなし

5 登山：山の水だけど飲むなと書いてある、立ちションに罪悪感はない登山

俳句では、

6 トイレ：しばしこもりて雪国の厠の香、厠から布団に帰るみち嶮しい、花八手かつて厠のありし場所（とこ）

7 屎尿：肥汲みの汲んでしまひし年暮れて、元日や餅で押し出す去年糞、立ち尿（いば）る老女の如く恋いこがる

8 肥船：古郷や霞一すじこやし舟、

9 ごみ：ハンカチほど春雪載せて厨芥車、グノー聴け霜の馬糞を拾ひつつ

10 下水：水浄む放流口の都鳥、処理水の庭に親しき鴨の陣、処理場の水輝ける星月夜、処理水の疎水となりて螢舞ふ

11 ユーモア：しんがりに厠の神の旅立たれ、二股に尿（しと）の岐れて冬を老ゆ、令嬢の犬緑蔭に便催す　　　　　　　　　　　（幹事　記）
目次へ
小平市ふれあい下水道館における平成24年度特別講話会の報告

屎尿･下水研究会が小平市より依頼を受け講師を派遣している、ふれあい下水道館における特別講話会は、平成24年度も10～翌3月の毎月1回、合計6回開催されました。第54回定例研究会として行なった第1回「くらしと飲み水」（講師　野田功氏）は、ふくりゅう75号ですでに掲載済みですので、第2～6回についてその概要を報告します。

第２回　東京の都市河川の現状－主に神田川水系と玉川上水－　　　　（11月18日、保坂公人氏）

1． 神田川、玉川上水とは？

神田川は、水源である井の頭池（三鷹市）を流れ出た後、武蔵野台地の浸食谷を東へ流れ、途中、善福寺川（水源は善福寺池）や妙正寺川（水源は妙正寺池）を合わせ、御茶ノ水駅の前を通り柳橋の先で隅田川に注いでいる都市河川である。江戸初期から明治半ば過ぎまでの間、神田上水として江戸・東京の飲料水源として利用されていた。

また、玉川上水は、江戸の飲料水需要の増大に伴い1653年に開削された、多摩川の羽村取水堰から四谷大木戸（今の新宿御苑）までの約43㎞、高低差92ｍの人工の用水路である。

2． 流域の洪水対策と水質保全対策

現在では、神田川の洪水対策として、都道環状七号線の地下40ｍに貯留水量54万㎥（直径12．5ｍ、延長4．5㎞）の雨水調節池が造られているほか、増水した河川水を分流する地下河川「高田馬場分水路」が建設され、さらに水質保全対策として落合水再生センターに高度処理施設（砂ろ過処理）が付加されている。神田川を流れている水量の90％は落合及び中野水再生センターの再生水が占めている。

都電荒川線面影橋近くの「高戸橋」に立つと、神田川本流と落合水再生センターからの放流水と地下化された妙正寺川の三つの流れを見ることができる。水再生センターからの流れは処理の程度が進んできているとはいえ、窒素分がまだ残っているためか、水は澄んでいるものの水草の繁茂が他に比べ顕著である。

3． 玉川上水における清流復活事業

淀橋浄水場が廃止（昭和40年）された後、小平監視所から下流の玉川上水は昭和46年から一時空堀状態になっていたが、清流復活事業により昭和61年からは、小平監視所から浅間橋（杉並区）までの区間約18㎞は多摩川上流水再生センターからの高度処理水（当初は二次処理＋砂ろ過処理、現在は嫌気・無酸素・好気法＋砂ろ過処理＋オゾン処理）が環境保全用水として流れるようになった。浅間橋からは暗渠でバイパスされ、神田川に合流している。
4． 都市河川の変貌　　

支流の桃園川、井草川、江古田川、谷端川などは暗渠化され、多くは下水道に転用されている。その上部は生活道路や遊歩道（人工的なせせらぎが設けられているところもある）として活用されている。

近年、都市河川に対し新たな役割が求められており、雨天時の河川流量を調節するためのオンサイトの調整池や災害時に使用する船着場や親水テラスなどが造られつつある。

神田川水系の地域では下水道は合流式で設計されており、計画降雨量（１時間に50ｍｍ）以上の雨水は吐き口から川に放流される。少雨時にも流出が目撃されることがあり、下水道サイドでは、雨水浸透型下水道の促進や雨水を一時的に貯留する調整池の設置などの対策を講じている。

第３回　古代遺跡にみる上下水道
　（12月16日、中西正弘氏、清水洽氏）

1． 飛鳥寺西門跡の遺跡

　遺跡の案内板には「寺の西門の西には塀があり、土管をつないだ上水道が埋まっていた」とあり、その添付写真には塀の外側に土管が10数ｍ直線的に並んで発掘された様子が写っていた。あるホームページにこんな解説が載っていた。「飛鳥寺跡から1996年に日本最古と思われる土管が2種類出土した。一つは長さ51ｃｍの灰色のもの、もう一つは長さ51ｃｍ。広口外径18ｃｍ、細口外径11ｃｍ。」これらの土管は朝鮮半島からきた技術で作られたもので、瓦を作るときのように円筒模骨に粘土紐を巻きつけて製作したものと、円筒埴輪のように粘土紐を輪積みにして製作したものがある。

　また、この土管と平行して幅1．2ｍ、深さ15ｃｍの石組溝が発掘されているが、こちらは排水路とみられている。

2． 土管は水道管か？

　発掘した明日香村教育委員会の見解は、「この土管は内径10ｃｍほどと細いので、下水を流すと詰ってしまうのではないかと考え、水道管とした」であった。そして、「飛鳥寺西門の北側、南側でも同じような土管が発掘されており、これらは南北に一直線に並んでいるので、つながっていた可能性が高い」という。では、この土管の水道は何に使われていたのだろうか。たぶん、この遺跡の近くにあった水時計や噴水などへ自然流下で給水されていたのではないか。

3． 上水銅管も出土

　飛鳥寺西門跡から300ｍほど北へ行くと、水時計遺構で有名な水落遺跡があり、ここでは上水銅管が出土されている。案内板には、「土管水道から導かれた水を水時計に引く部分には上水銅管が使用されていた」とある。上水銅管は銅板を丸い棒に巻いて筒状にし、継ぎ目を溶接したものである。

4． ローマのヴェルジネ水道

　古代ローマで6番目に造られた水道（ＢＣ21～19に建設）である。テヴェレ河支流のアニオ川の清流が水源で、導水距離約20㎞のほとんどが隧道である。17～18世紀に再整備され近代ローマ市の水道となり、今でもトレビの泉などの水源となっている。

5． ローマのクロアカ・マキシム

　紀元前600年頃より建設が始められた、ローマの低地を排水・干拓する目的で造られた大下水溝である。当初は開水路であったが、その後蓋がかけられた。ローマで最初の水道であるアッピア水道の建設（ＢＣ312年）よりもかなり早い時期に造られている。後年、下水が流されるようになった。現在では雨水渠として利用されている。

6． オスティアの水洗トイレ遺跡

　古代ローマの港町・オスティアには公共広場、神殿、円形歌劇場、公共浴場、商店街など古代ローマの遺跡が一通り揃っており、公共水洗トイレの遺跡もほぼ完全なかたちで残っていた。大理石の台座や化粧タイルの装飾が施された壁があり、その前面にはかつて水が流れていた水路があった。スポンジ状の海綿をつけた棒が備えられ、トイレットペーパーの代わりに尻の洗浄に用いられていたと云う。オスティアの水道管は鉛製であった。今回の見学中にも何ヶ所かで銘の付いた水道鉛管を見ることができた。

7． ポンペイ遺跡の水道と水洗トイレ

　79年のヴェスヴィオ火山の大噴火により、一瞬のうちに厚い火山灰で埋もれたのがポンペイの遺跡である。今回、排水路やトイレの遺構を字際に見学することはできなかったが、資料によると、ポンペイの住居にはトイレが水洗式であったらしい形跡があり、水洗排水は歩道の下に設けたピットに貯留され、そこで分解・浸透処理されていたのではないかと云う。また、水圧が十分あったので水道は二階にも給水でき、二階から下りてくる排水管が多く見つかっているという。

第４回　弁天様と水　　（1月20日、栗田彰氏）

1． 弁財天の由来と性格

　一般には弁天様と云われている。梵語のサラスヴァティーから派生しており、これは「水をもつもの」の意であり、「川や池や湖などを含めた水を神格化した女神」を指す言葉である。元々はインドの古くからの神であるが、仏教では仏を守る神のひとつとされている。日本では七福神の一つとして信仰されている。

　とうとうと流れる川がよどみない弁舌や音楽を連想させるためか、学芸の女神として信仰されるようになったが、この場合は「弁才天」と書くとか。琵琶を持って音楽を奏でている姿はこれに由来する。

　また、インドの聖典『リグ・ヴェーダ』に「サラスヴァティーは世界の富を知りて」とか「サラスヴァティーは富を伴侶とし」との記述があることから、財福の神としての性格も有しており、この場合は「弁財天」と書くとか。

2． 弁天様のいろいろ

琵琶湖の竹生島、鎌倉の江ノ島、広島の宮島、松島の金華山それに奈良・吉野の天の川の弁財天は五大弁財天と称されている。弁財天の多くは、川辺、湖辺、海辺あるいは洞窟内の祀堂に置かれている。

個人の屋敷内の弁天様：　小平市内でいくつか確認（水の恵みへの感謝）、池上本門寺近くの屋敷内。

　鎌倉の宇賀福神社の銭洗弁天：　巳の日に境内の湧き水で貨幣を洗うと、銭が福銭となり2倍の効力を発揮するとされる。水との関わりを強く感じさせる。ここの弁天様は、神道の宇賀神（功徳が弁財天と似ている）と習合して成立した宇賀弁財天（頭上に蛇身の宇賀神王いただいている）である。

　江ノ島の弁天様：「552年4月に大地震がおこり、海上に小さな島が顔をのぞかせた。それが現在の江ノ島である。そこに天女が降臨し、それが弁財天である」と、謡曲にも謡われている。裸身で琵琶を奏でている姿である。

　不忍池の弁天様：上野の寛永寺が創建（江戸時代初期）された後、琵琶湖の竹生島にならって不忍池に島を築き安置されたものである。

　神田上水と弁天様：井の頭池、善福寺池（市杵島姫神社）、妙正寺池。
水源や池に祀られた弁天様：清水窪弁天（大田区）、洗足池弁天（大田区）、三宝寺池弁天。

　洲崎の弁天様：深川洲崎弁天、羽田弁天（移転し、現在は玉川弁財天と称す。護摩を焚いた後の灰を固めて造った姿）。

　岩窟の弁天様：威光寺弁天（稲城市）、鷭龍寺弁天（目黒区）、本所一つ目弁天（神社の境内に造った岩屋内）。

　神社の弁天様：鶴岡八幡宮の旗上弁財天社（着衣の姿）、品川神社の清滝弁天、愛宕神社の弁天社（宇賀御魂神）。

第５回　エクアドルの水 （２月17日、福田寛允氏）

1． エクアドルの紹介

　南米の赤道直下にある国で、日本の2/3ほどの面積に1，400万人が暮らす。山（アンデス山脈）あり、海（太平洋）あり、ジャングル（アマゾンの上流）ありで、さらにダーウィンの進化論で有名なガラパゴス諸島も含まれる。首都キト（200万人）は山岳地帯（シエラ）の盆地にあり、年間を通して春のような気候である。港町グアヤキル（220万人）に代表される海岸地帯（コスタ）の海岸付近は、気温は高いが寒流の影響で比較的しのぎやすい。ちなみに、ハチドリはエクアドルのシンボル的な鳥である。首都キトはインカ帝国第二の都であったところで、1531年にスペイン人によって征服され、1822年に独立するまでスペインの統治下におかれていた。

現在の人口はメスティーソ（混血）が約8割で、ほかに少数の先住民、黒人などがいる。人口の半数はシエラに住んでいる。主要な産業は農業、水産業、石油産出で、現政府は石油販売で得た金を低所得者層に配分する政策をとっている。基軸通貨は米ドルだが、アメリカには反抗的である。

　日本のODAは、貧困対策、環境保全、防災の３分野について協力する旨の覚書を交わし、これまでバナナ・花卉栽培、エビ養殖、水産加工や石油採掘に対して協力してきた。ただし、現在、石油採掘からは撤退している。

2． 上下水道事業の状況

コスタ地方の経口感染症の蔓延と全国的な上水源となるべき湖沼の富栄養化は深刻な問題を提起している。

都市部における2003年時点での水道普及率は9７％、下水道普及率は72％である。下水道事業の課題は処理施設の建設にある。

　水環境の保全に関する各種法律には理念だけしか述べられておらず、具体的な基準はエクアドル衛生事業協議会（1965年設立）が上梓した「上下水道設計基準」に水道水質基準や上下水道施設の設計基準が定められている。

　この衛生事業協議会が1992年までは全国の上下水道事業を主導していたが、資金源の石油輸出が滞ったため行政改革が実施され、現在では地方政府に事業の実施が委譲されている。主要な地方政府は公社を設立して事業を行なっている。

さらに、2001年より「中小規模の自治体の上下水道サービスに関する技術的支援計画」が開始され、私が派遣されたエスタド銀行（公共投資銀行で、資金と技術で支援する機能をもつ）が代行している中小規模地方政府への技術支援は、この「支援計画」が根拠となっている。

　一方、キト、グアヤキル、クエンカ（50万人）の３大都市では、それぞれ独自の技術力で上下水道事業を実施している。

　現在稼動している下水処理方法は散気しないラグーンが主流であるが、最近では散気ラグーンや土壌処理も採用されている。これは「下水処理水の放流基準をBOD100mg/ℓ」と定めていることにある。キトでは未処理下水を深い谷底に放流している。

3． 技術支援の内容（提言、講演、助言、投稿）

　今後のエクアドルの下水道整備に対する提言を行なったほか、エスタド銀行の行員を対象とした7回にわたる講演会を開き、①下水道建設における日本の経験（関係法令の整備、施設整備資金の調達、技術者の育成、下水道の効果）を紹介する　②下水道事業を行なうにあたっては、山岳地帯の人口が多いこと、都市への人口集中がまだ続いていること、電力が不足しかつ地価が安いことなどから、用地型の処理施設の採用を勧める　③未処理下水の閉鎖性水域への放流が富栄養化を促すことについて考えを述べる　④高級処理方法（活性汚泥法、好気性ろ床など）を教示し、中級処理以下の処理施設（ラグーンなど）の改善手法を示すなどの情報提供を行なった。

　個々のプロジェクトに対しても、建設中のイムホフタンクへの助言、腐敗したラグーンを改善する方法の提案、ベットタウンの下水道計画への助言、小集落からの下水放流が農業用水用ダムの富栄養化を招いた事実を指摘し、観光資源としての湖の水質改善方法の提案　などを行なった。

さらに、日本と同様、火山噴火や地震が多発する国土であることから、「地震の発生に備えよう」、「地震と下水道」などの論文を地元の業界誌や大学紀要に投稿し、いくつかの対策を提示した。

第６回　下肥が作った江戸野菜
（3月17日、堀允宏氏）

1． 江戸野菜

葛西地域における耕地への肥料源は、河川・池からの泥、水草のほかは購入肥料に頼るほかなく、その一つが下肥であった。下肥を一年中絶やすことなく利用して、金町コカブ、小松菜、山東菜、ねぎ、亀戸大根、枝豆などの蔬菜類を栽培する都市近郊型農村になったのは江戸後期からである。

2． 下肥の施肥

蓮根：水はけの悪い水田を転用しての蓮根栽培。大量の下肥を、元肥を入れる3月下旬だけでなく追肥として初夏にも入れた。たいへん富栄養化した田んぼであった。こうした情況が昭和40年代まで見られたという。
長ネギ：春、種を蒔いて冬に収穫。元肥として一反歩につき30荷の下肥を施したが、これは稲作の1.5倍の量である。大量の下肥施肥により、ネギの白軸が長くなり、柔らかく美味しくなるとされた。白い部分を見た目にもきちんと揃った状態になるように育てた。
きゅうり、なす：苗床を作って早春に種を蒔き、苗を育てる。東京都心部の家庭から出る生ゴミを発酵させたものを苗床として利用した。苗を本畑に定植した後も、一週間に一度の割合で下肥を与えた。これらのことは促成栽培につながっている。江戸っ子は初物が好きで、高いお金で買ってくれた。

ミトラズ：注連飾りの材料として使われる稲をミトラズといい、穂が出ないうちに刈取った。青々とした色が求められたので、稲の茎を青く長く伸ばすために下肥が大量に施肥された。ミトラズを蓮根田の縁にぐるりと植えることもあった。

稲：水田の元肥として、田植えの直前に下肥を入れた。1石ほどの大きな桶を水田の中に運び、ここに下肥を一時貯留しておく。広い水田に下肥をまんべんなく撒くには熟練を要した。「下肥の呑み倒れ」という言葉が残っているが、これは、下肥を入れ過ぎると窒素分が過多となり、稲が倒伏したり病虫害を受け易くなることを指している。

3． 下肥運搬船

下肥に依存した農業を支えてきたのは、下肥を運搬する船である。下肥運搬船の経営は、富裕な農民層が行なった。安政年間の下肥取引に関する記録に、本所菊川の大久保肥後守邸の下肥の汲取り権を3ヶ年にわたり22両で買取ったとある。

下肥運搬船は長さ12ｍ、幅2ｍほどの大きさ（肥桶260杯ほどの下肥を入れることができた）で、「長船」と呼ばれていた。セイジという船室がついていて船頭ともう一人くらいが寝泊りすることができた。昭和30年代まで活躍していた。

下肥は、船から岸に「やいび」と云われた長さ20ｍほどの幅の狭い木の板を渡し、天秤棒で重い肥桶を担いでその上を歩いて降ろした。バランスを崩して落ちることもあった。

下肥の供給が千葉県や埼玉県に及ぶようになった昭和10年代以降は、トラックや鉄道による輸送が主力となり、長船で運ぶという風景は次第に少なくなった。
（文責 本会会員 地田修一）
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小平市ふれあい下水道館における平成25年度特別講話会の予定

講話時間は各回とも13：30～15：30であり、本会会員も参加できますのでふるってご参加ください。なお、第1回は本会の定例研究会として開催されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第1回　「改善された富士山トイレ問題」

10月20日（日）
講師：岩堀恵佑氏　（本会会員、宮城大学教授・前静岡県立大学教授）

· 講演概要は定例研究会案内参照願います。
第２回　「多摩川に生きる魚と水棲昆虫」
11月17日（日）
講師：安齋純雄氏（元東京都下水道局）

　清流に棲む生物と汚れた川の生物とでは、その種類も数もずいぶんと異なる。多摩川は、羽村の堰で上流からの清流が水道用水としてほぼ全量取水されるため、中・下流では放流される下水再生水の影響を強く受けている。こうした多摩川において、魚やその餌となる水棲昆虫はどのように棲み分けて生きているのであろうか。

第３回　「開発途上国の環境・衛生支援を考える」
12月15日（日）　　

講師：森田昭氏（日本環境衛生センター）

　開発途上国では、開発と環境・衛生改善とがバランスせず、環境・衛生問題がしばしば深刻化している場合がある。適切な支援活動のみならず、自らが変革しようとする内発性も必要となる。講師自らの経験を基に、長期的かつ継続的な在るべき支援策を考える。

第４回　「温水洗浄便座の開発秘話」
1月19日（日）
講師：木内雄二氏（TOTO（株））

　都市住民にとって不可欠な設備である水洗トイレの快適度を格段に向上させ、使用者の清潔感覚に変化をもたらしたのは「温水洗浄便座」である。その開発にはモノづくりにかける大いなるチャレンジ精神があった。本講話では、その臨場感を再現する。　

第５回　「水再生センターに集まる鳥たち」
2月16日（日）　　

講師：水口忠行氏（東京都下水道サービス）

　冬になるとサギやユリカモメ（東京都の鳥）などが水再生センターに集まってくるが、朝の通勤路でのこれらの鳥の観察は、とても心弾むひと時であった。日本野鳥の会会員である講師が、水再生センターに飛来するオオタカやアオサギなどとの驚きの出会いを語る。

第６回　「有料トイレのルーツ」　3月30日（日）　　　　　

講師：山崎達雄氏（本会会員、龍谷大学非常勤講師）

　秋葉原駅東側広場に設置された［オアシス@akiba］は、設置から７年目に入り誰でも快適に利用できる有料トイレとして、年間約９万人が利用している。ところで、同様の多目的機能を有する有料トイレが、戦後直ぐの京都・大阪にも設置されていた。有料トイレのルーツを探り、今後の公衆トイレのあり方を考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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都市の地下水
本会会員　地田修一
高度な都市化が進行している大都市では、雨水が地中に浸透しにくくなり、都市型水害が発生しやすくなっている。また、これらの都市の下水道では大部分が合流式で整備されており、大雨が降ると、雨水で希釈された汚水の一部が川や海へ流出し、放流水域の水質を悪化させる原因となっている。このため近年、雨水を地中にすみやかに浸透させることによって、下水道に流入する雨水量を減らし併せて地下水を涵養する目的での「雨水浸透施設」の設置が奨励されている。

　そこで、都市の地下水についてのコメントを、「都市をめぐる水の話」（紀谷文樹ら編著、井上書院、1992）より抜粋して、次に紹介する。

１．地面を掘削していくとやがて地下水面が現れるが、この面より下の地層の間隙中に飽和状態で存在している水を「不圧地下水」といい、水面の勾配に従って流動している。地中を浸透してきた雨水によって補給され、降水時には水位が上昇し、増加した地下水は泉や川へ流れ出て徐々に減少していく。従って、地表面がアスファルトなどで覆われていると、雨水が地中に浸透できず、不圧地下水を十分に涵養（補給）することができず、湧泉や河川への流出量が減少する。

２．粘土などの難透水性の地層によって上下を抑えられている滞水層（水の通りが良い、

地下水を大量に含んでいる地層）にある地下水を「被圧地下水」といい、自然の状態ではほとんど静止しているが、汲み上げなどの人為的要因で流動する。

３．地下水の過度の汲み上げにより滞水層の水圧が低下すると、その上下の粘土層に含まれている水分が被圧滞水層へ絞り出され、粘土層が収縮する。このことと滞水層そのものの収縮とが相俟って表面の地盤が沈下する。

４．地下水の涵養ひいては平常時の河川流量を増強するために行われているのが、雨水の地下浸透技術である。浸透井、浸透地下トレンチ、浸透池、浸透側溝、浸透枡、浸透性舗装などの工法がある。特に、関東ロームなどの火山灰で覆われた土地では、浸透枡や浸透トレンチからの浸透量が高く、地下水涵養効果が期待できる。

東京23区において、下水道普及率が将来100％になると、現在年間500ｍｍ程度と推定される雑排水の河川への流入がなくなり、川にはほとんど水がなくなる事態が予想される。しかし、約65％を占める不浸透域の半分に雨水浸透施設を適用した場合、年間の水収支で現状30～100ｍｍの河川への地下水流出量が、300ｍｍ程度まで増加すると試算されている。

５．不圧地下水は、地下を流れる川のように、自然の状態ではほぼ地形勾配に沿って水脈をつくって流れている。この不圧地下水の滞水層に地下構造物をつくると、地下水の流れが遮られ、上流側で水位の上昇、下流側で水位の低下が生じる。

　最近東京では、昭和30～40年代につくられた地下構造物、例えば地下鉄やビルの地下室への漏水が問題になっている。これらの構造物がつくられた頃は、東京の不圧地下水の水位が低く、構造物より低い位置にあった。ところが、その後の地下水揚水規制で地下水が上昇し、このような地下水漏水を生じることになったのである。
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バングラデシュ便り　No. 25
ノースウェスター（Northwester）
本会運営委員　高橋　邦夫
　　ノースウェスターは文字通り北西風を意味する。ことにこの国で言う夏（4-5月）からモンスーン（6-7月）への季節の変わり目に起こる嵐である。嵐は断続的な強い風雨と雷を伴い、ときに竜巻が荒れ狂うこともある。季節は乾期の終わりであり、恵みの雨である一方、度が過ぎると家屋倒壊や停電、船の転覆などを引き起こす。ヒマラヤの寒気とベンガル湾の温かく湿った水蒸気がせめぎ合い、前線となって暴れまくるのである。日本でいう春の嵐に該当するのであろう。

　ノースウェスターは突然来るのではない。予兆がある。5月末に向けて気温はぐんぐんと上昇していくが、一般にまだまだ湿度は低い。マンゴー、ライチ、パパイア、ウォーターメロン、パイナップル、ジャック・フルーツなどが完熟に向けて一気に成長する季節である。だからこの時期、特にダッカなどでは過剰な車のまき散らす砂けむりが著しく、垂れ流しの汚水の流入する著しく水位の低下したポンドやそこかしこに投棄された廃棄物などの悪臭と混ざり合い、多くの市民にとってマスクは必需品となる。予兆は湿度の上昇にある。ファンの空調だけでは寝苦しいような夜が続き、それとなく飽和状態の気配を感じた後、一転にわかにかき曇りの現象が生じるのである。

かつて5月半ば、ダッカで体験したそれは、まず、にわかに湿った重い風が吹き始め、そして層状の雲が渦巻き、みるみる内に重厚な暗雲と化し、突如大地をたたきつける煙雨となり、そして5秒間隔で稲妻が切り裂くという強烈な暴風雨であった。フィルムに収めようと何度もカメラのシャッターを切ったが何故か暗闇だけが写っていた。おおよそ午後5時の出来事であった。そしてわずか30分後には薄らいだ雲の隙間からスポットライトのように陽光が射し始めた。暗雲の塊は遥かかなたへ走り去り、その支配下では煙雨の様相を示していた。

　被害の生じない範囲での嵐の後はまさに天の恵みである。街路などの木の葉に積もった砂塵は洗い流され、いつの間に育まれたのであろうかと感嘆を禁じ得ない若々しい緑がそれこそ見事に初見えするのである。瞬時ではあるが溢れんばかりの雨は、砂埃を打ち宥め、街路を洗い、大地を潤し、やがて大地に吸われていく。数多くのポンドでは好気性限界の状況で生き延びてきた魚たちに精気を与え、雨粒で泡立つ水面は嬉々とした魚群の波紋で彩られる。そしてその魚の波紋をねらうのは鳶や鷺である。蒸し暑さは一瞬にして消滅し、時によっては肌寒ささえ提供してくれるのである。

総降雨量としては僅かなものと考えられるが、ダッカなどでは局所的な浸水を引き起こすこともしばしばである。排水溝が砂詰まりで機能しないための浸水が多い。顕著な災害は、1995年5月500人を超える死者を出した事例がある。また竜巻、突風による満員の船の転覆事故は稀ではないようだ。

嵐は気まぐれである。雨季（モンスーン）の降雨もそうであるが、激しい雲の動きは、にわかに晴れ上がったと思いきやなでるような雨となる場合もある。しかしながら毎日のように断続的に降る雨季の降雨に対し、持続性は短く1-2日ほどで終息してしまう。中には稀に4-5日停滞する場合も体験しているが。とはいえ嵐の過ぎ去った後は心地よい。夜空の星とは無縁のダッカで、わずかではあるが星すら見えたことがある。大地のみならず、多くの生き物、人々にとってノースウェスターは喜ばしい季節、すなわち雨季の到来を告げる嵐である。いうまでもなくそれは水の恵みである。その先には年最大の果物の豊穣が約束され、すべての地域で最低で年に一度の米作を保証する。

北信州で約10年過ごした私にとって、春の雪解けは命の蘇生と持続を実感できるものであった。雪に覆われた白い大地の僅かな黒点に健気なフキノトウが徐々に縄張りを広げていく。この時すでに雪は水に変化している。この国の乾燥と熱気に耐える中で砂埃から蘇生する鮮やかな若葉群と、寒さに耐えた末、満を持して芽吹くフキノトウに、異なる風土に根差す生命の妙と自然の図らざる意志を確認できることは素直な喜びである。そしてそれらに共通する滋養は水なのである。

ノースウェスターが奇しくもアザーンと重なったことがあった。アザーンがモスクへのさそいの呼びかけを始めるや、一転それまでの青空がにわかにかき曇り悪戯小僧のような小さな嵐が到来した。モスクに向かう正装した人々は小走りにモスクに駆け込み、バザールの青空市では売り手は広げた売り物に素早くビニールシートを掛け、最寄りの屋根下などに避難する。彼らの多くの表情は嬉々としたものである。彼らは若葉であり、ポンドの魚群であり、飛び交う鷺、鳶である。生涯を通して何度も繰り返される季節の歳時とはいえ、この時ばかりはアラーの思し召しを素直に実感できるのではないか。
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海　外　短　信

(1) 三ヵ年にわたるJICA草の根技術協力事業（パートナー型）“バングラデシュ農村地域におけるエコサン･トイレの適正利用に関する普及啓発活動”は本年6月をもって無 事終了しました（平成22年6月～平成25年6月）。そして、7月からは引き続き、草の根技術協力事業（パートナー型）“バングラデシュ農村地域におけるエコサン･トイレの普及拡大による生活環境の改善”がスタートします。三ヵ年（平成25年7月～平成28年6月）の予定です。新事業はエコサン･トイレが生産するし尿資源の流通ビジネス化を目したものです。し尿資源の生産者であるエコサン･トイレユーザー、そしてそれらの品質管理と流通を担うCBO(Community Based Organization)がともに利益を得るというモデル化と実証です。勿論、ビジネス化を図るため、トイレの集積効果に留意する必要があります。このため、トイレの普及拡大に際しリボルビング･ファンドを援用します。エコサン･トイレに関する活動はJICAに関して言えば、草の根技術協力事業（協力支援型） “バングラデシュ農村地域における衛生改善･し尿資源循環を目的とした中間技術の普及活動”（平成19年10月～平成21年10月）を皮切りに３度目の更新となります。これはJICAとしても極まれなケースとのことです。JICAの関心と期待が込められている事業です。　　　　（高橋 記）

(2) 地球環境基金助成により、クルナ市内のスラムで昨年度から取組んでいるバイオガス反応槽を用いた衛生改善プロジェクトが2年度目に入りました。雨期に入る前の5月から毎日続く雨で第2期工事は必ずしも順調ではありませんが、第1期工事で完成した新しいトイレは供用開始され、バイオガスも順調に発生しています。このガスを月500ﾀｶ（ほぼ600円）で利用してもらうことにしていますが、4世帯に接続し、5世帯が使っているということです。
(3) クルナ市のスラム衛生改善は、オーストラリア大使館の助成でも行っていますが、このほど、日本大使館へも助成申請をいたしました。100万人の人口を擁するクルナ市でスラム人口は20万人以上と言われています。バイオガスシステムによる衛生改善がひとつのモデルになればと期待しています。

(4) バングラデシュ沿岸域では、気候変動による海面上昇や水田のエビ養殖池への転換などにより地下水の塩水化が進み、とくに妊産婦に対する健康障害が懸念されています。完全に塩分を除くには高度な膜処理技術が必要ですが、少しでも飲料水経由の塩分摂取量を減らせるように水源転換を図る目的でプロジェクトを提案し、三井物産環境基金に応募しました。（以上 酒井 記）
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運営委員会から
· 日本下水文化研究会の役割として、広く会員に研究成果等の発表の場を提供することがあげられます。そのひとつが隔年で開催している下水文化研究発表会です。会員各位の日ごろの研究成果をぜひ発表していただきたいと思います。久保赳下水文化賞、バルトン記念賞への応募も歓迎します。
· 本会では一昨年より会員の研究活動の活性化を支援する目的で「研究助成」を始めました。昨年度は、「水と環境の出前学校と下水文化の啓発活動の制度研究委員会」で作成した講座プログラムに対する意向調査ならびに下水道博物館実態調査のための調査票発送に充てられました（本号総会報告参照）。引続き、本年も募集いたしますのでふるって応募願います。応募をご希望の方は、ホームページに掲載している実施要項をお読みいただき、申請書をダウンロードして下さい。助成金額は10万円、今年度は１件の募集となります。
· 今年の下水道展（7/30～8/2）では、パブリックゾーンにNPO活動について紹介するコーナーが設置されます。本会からも国内外活動を一般の方にも理解しやすいようパネル展示する予定です。パネルでは、今年の研究発表会や「下水文化を見る会」を紹介し、一般の方にも参加を呼び掛けたいと思います。
· 機関誌「下水文化研究」を総会議案書といっしょにお届けしました。感想などをお聞かせいただければ幸いです。
編集後記
6月初めバングラデシュを訪れ、おいしいマンゴーやライチを堪能してきました。これだけおいしいマンゴーが限られたマーケットでほんのわずかの旬の間しか味わえないのは惜しいことだと考えた日本の企業家がBOPビジネスを展開されようとしています。市場価値のあるマンゴーをもっと広め、その加工で現地の人を雇用しようというアイデアです。本会が普及してきたエコサン･トイレをかつて訪れた元青年海外協力隊の方が紹介くださり、本会もこのビジネスに協力しようとしています(飲料水塩水化の問題（海外短信(4)参照）解決も従来の援助では難しいところがあると思います。先の総会で「BOPビジネス研究会」を立ち上げることが決まりましたが、このようなビジネスによる解決が求められている「芽」を探し、活動領域を広げていきたいと思います。 　　　　　　　　　　（酒井　彰）
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